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7 2-4 クライアントのス
ペック

…「付録D-2 Macintoshクライア
ントの制限」を参照してください。

→ …「付録D-3 Macintoshクライアントの制
限」を参照してください。

32 手順5下の注意
2行目

…「付録D-2 Macintoshクライア
ントの制限」を参照してください。

→ …「付録D-3 Macintoshクライアントの制
限」を参照してください。

32 手順5下の注意
4行目

…「付録D-2-1 Macintoshクライ
アントでの準備」を参照してくださ
い。

→ …「付録D-3-1 Macintoshクライアントで
の準備」を参照してください。

40 Autorun.iniファイルの
「Executable=」の指定
例

例3：…d:\folder\qndagent.exe → 例3…%d:\folder\qndagent.exe

71 スレーブサーバのバー
ジョンアップ
手順7

…「4-3 QNDエージェントの作成
と用意」を参考にしてください。

→ …「5-3 QNDエージェントの作成と用意」
を参考にしてください。

72 手順7の画面例 → ※正しい画面例は「画面例A」を見てくだ
さい

77 推奨構成
[管理対象PC：500クラ
イアントの場合]
表

QNDサーバ：ディスク
10GB

→ 30GB

77 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアントの場合]
表

QNDサーバ：ディスク
30GB

→ 100GB

78 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアント以上の場合]
表脚注

*5：…InternetExplorer4.0以上… → *5：…InternetExplorer5.0以上…

78 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアント以上の場合]
表脚注

*6：…「付録D-2-1 Macintoshク
ライアントでの準備」…

→ *6：…「付録D-3-1 Macintoshクライアン
トでの準備」…

78 [QNDサーバのスペッ
ク計算方法]
表

ディスク容量：QNDサーバ
1MB×ホスト数

→ 3MB×ホスト数

78 [QNDサーバのスペッ
ク計算方法]
表

ディスク容量：Directoryサーバ
5KB×ホスト数

→ 15KB×ホスト数

80 表脚注 ※2 …「付録D-2 Macintoshクラ
イアントの制限」…

→ ※2 …「付録D-3 Macintoshクライアント
の制限」…
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44 手順6 …「4-3 電子メールを使う場合」を参
照してください。

→ …「4-2 電子メールを使う場合」を参照し
てください。

94 表
[送信先]

…p18の… → …p92の…

108 4-2　電子メールの送
信
手順5

送信先を確認して[次へ]をクリックし
ます。

→ [送信先]に表示されているホストが正し
い送信先であるか確認し、[参照する
QNDサーバアドレス]に表示されている
QNDサーバからタスク処理時に参照す
るQNDサーバをクリックし反転させて[次
へ]をクリックします。

108 手順5の画面例 → ※正しい画面例は「画面例B」を見てくだ
さい。

109 [参照するQNDサーバ
アドレス]

スレーブサーバがある場合は、[▼]を
クリックして、QNDエージェントが接続
するサーバを選択することができま
す。

→ QNDエージェントが接続するサーバを選
択します。スレーブサーバがある場合
は、該当するスレーブサーバをクリックし
反転させて選択します。

162 2-3　特定のタスクを
使って収集したインベ
ントリ情報のみを表示
する

[ツール]-［サーバ固有の設定］…で
指定されたディレクトリ以下に指定し
た・・・

→ [ツール]-［サーバ固有の設定］…で指
定されたディレクトリ内のｔａｓｋディレクト
リ以下に指定した…

163 画面の[インベントリの
保存場所]の説明

ディレクトリを入力する必要はありま
せん。

→ UNC名やローカルパスで入力する必要
はありません。

172 ●[ライセンス]タブでの
設定

…CPUライセンスを2001年10月1日に
50ライセンス、2002年3月31日に30ラ
イセンス購入した。

→ …CPUライセンスを2003年1月15日に50
ライセンス、2003年2月15日に30ライセ
ンス購入した。

175 手順7の画面の「ライセ
ンス情報一覧」吹き出
しの説明

・2003年1月15日に購入した30ライセ
ンス

→ ・2003年2月15日に購入した30ライセン
ス
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33 表
[参照するQND
サーバアドレス]

…タスク処理時に参照するQND
サーバを変更する場合は、[▼]を
クリックして、リストボックスから
サーバを選択します。

→ …タスク処理時に参照するQNDサーバ
をクリックして反転させます。

39 画面例 → ※正しい画面例は「画面例C」を見てくだ
さい。

40 [タスクログとの
連携をする]の機
能説明を追加

→ 別紙「タスクログとの連携機能」を参照
のこと

55 表
[電子メールアド
レス]

…[電子メールアドレス]の… → …[送信先アドレス]の…

56 6-15　電子メー
ルアドレスのイン
ポート

…ホスト一覧上に… → …ホスト一覧の[送信先アドレス]に…

89 [コンピュータを
シャットダウン]の
注意として追加

→ ■注意　シャットダウンを指定して電源を
切る場合■
電源の自動切断に対応している
WindowsNT/2000マシンで、シャットダウ
ン後電源を自動的に切断する場合、あ
らかじめレジストリの以下のキーを次の
ように設定してください。
キー名　：
HKEY_LOCAL_MACHINE\Microsoft\Win
dowsNT\Current Version\Winlogon
名前　：　PowerdownAfterShutdown
値　：　1
ただし、電源の自動切断に対応していな
いマシンで上記の設定をするとシャット
ダウンをしようとしても、再起動してしま
います。

123 [変更のあった
ファイルだけをコ
ピーする]

…転送元ファイルと転送先ファイ
ルを比較し、更新日やサイズ、内
容が異なる場合に…

→ 転送元ファイルと転送先ファイルを比較
し、バージョンやサイズ、バイナリが異な
る場合に…

191 ●スレーブサー
バが使用する
ポート番号
表の2行目

27706　TCP → 27706　UDP

216 メッセージの送
信による変更

…宛先の設定ダイアログで[参照
するQNDサーバのアドレス]を変
更します。このQNDエージェント
をホスト側が実行すると、指定し
たQNDサーバに接続し、デフォル
トサーバが変更されます。

→ …宛先の設定ダイアログの[参照する
QNDサーバのアドレス]よりデフォルト
サーバにしたいQNDサーバをクリックし
て反転させます。このQNDエージェントを
ホスト側が実行すると、指定したQND
サーバに接続し、デフォルトサーバが変
更されます。

216 宛先設定ダイア
ログの画面例

→ ※正しい画面例は「画面例D」を見てくだ
さい。
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8 2-2-2　プラグインイン
ベントリの収集
手順5

…プラグイン「AdobeInfo」をクリッ
クします。

→ …プラグイン「AdobeInfo」、あるいは
「AutoCAD」をクリックします。

42 ●エージェントの作成
手順1

…詳しくは「QND Ver.8.2ユー
ザーズガイド Vol.1導入編」…

…詳しくは「QND Ver.8.2　導入編」…

64 注意　項目の設定を
デフォルト設定に戻す

…
・APP-InstallList
・REG-PC
・SW-INSTALL(1)(2)(3)
・SW-KEY

→ …
・APP-InstallList
・REG-PC
・SW-INSTALL(1)(2)(3)
・SW-KEY
・SW-AutoCAD/SW-AutoCAD(シリアル
ナンバー)

69 6-4　定期的に集計/
出力する
ヒント

サンプルファイルとして、
「\QIV\wait.conf.sample」と…

→ サンプルファイルとして、
「\QIV\schedule\wait.conf.sample」と…

69 6-4-1　集計/出力処
理のタイミングを指定
する
\QIV\schedule\wait.c
onfファイルの画面例

毎時：eh@mm
毎日：ed@hh:mm
毎週：ew@[SUN-SAT]@hh.mm
毎月：em[dd or 99]@hh.mm

→ 毎時：eh@nn
毎日：ed@hh:nn
毎週：ew@[SUN-SAT]@hh.nn
毎月：em[dd or 99]@hh.nn
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